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5/25(月) 5/26(火) 5/27(水) 5/28(木) 5/29(金) 6/1(月) 6/2(火) 6/3(水) 6/4(木) 6/5(金)

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

6/8(月) 6/9(火) 6/10(水) 6/11(木) 6/12(金) 6/15(月) 6/16(火) 6/17(水) 6/18(木) 6/19(金)

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

校長 森田 健二

新型コロナウイルスの感染がようやく収まりはじめ、５月２５日（月）から分散登
校ではありますが、学校が再開できるようになりました。これまでの臨時休校時に
おける、保護者の皆様のご尽力とご協力に深く感謝いたします。
しかしながら、新型コロナウイルスの感染が完全終息したわけではありませんの

で、６月１９日（金）までは午前中のみの分散登校をいたします。６月22日（月）
以降の登校の仕方につきましては、それまでの様子をみて、後日、連絡いたしま
す。
分散登校にあたり、校内では「３密状態」をつくらないよう、ソーシャル・ディスタンスを保ちながら、

授業を進め、学習の遅れを取り戻して参りますので、今後もご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
今後の社会情勢が不明確な現在のため、確実な予定をお示しすることはできませんが、５月末現在に

おいては次のような予定を考えています。
（5/15配信の「学校すぐメール」・長井小ホームページと重なりますが、ご参照ください。）

登校形態 下校時刻 登校時の活動内容

５月25日（月）から 分散登校 １１：００ 健康チェック、休校中の課題の受け渡し、人間関係
５月29日（金）まで づくり、授業再開に向けての確認

６月 １日（月）から 分散登校 １２：００ 健康チェック
６月１9日（金）まで 授業開始（当初は国語・算数を中心に進めます。）

６月22日（月）から ※ ６月１9日（金）までの様子をみて判断します。

※分散登校のしかた （地区ごとにＡ・Ｂの２つのグループに分割）
Ａ 善ヶ島、上須戸、八ツ口、(県営江波団地)、区域外
Ｂ 西野、上根、江波、西城、田島

※配慮事項
・分割しても、１３人を超えてしまう学級については、広い教室を活用し、３密状態を回避します。
視聴覚室（２の１）、音楽室（３の２）、２階多目的教室（４の２）、３階多目的教室（５の２）

・登校は通学班でお願いします。一斉下校を実施しますので、１年保護者によるお迎えは不要です。
学童に行く児童が自宅下校する場合、祖父・祖母の家など自宅以外に下校する場合は、通学班
の班長と担任へ連絡をお願いいたします。

・分散登校中の児童預かり（学童児童を含む）と校庭開放（13：30～15：30）は
現状のまま継続します。

・登校に際しては、マスク着用をお願いいたします。
・毎朝、体温測定を行い、少しでも体調が悪い場合は、無理をして登校させないよう
お願いします。

日 曜 行事予定

６ 土 第１回資源回収 （中止）
PTA第２回理事会（中止）

20 土 授業参観・懇談会 （７月に延期予定）

＊身体測定、各種健康診断、尿検査は日程を再調整し

た後、実施します。

＊家庭訪問や教育相談は、状況がよくなれば実施いた

します。

＊７月３１日（金）までは授業を行い、夏休みは８月１日
（土）から８月２３日（日）までを予定しています。

＊予定が変更になりましたら、「すぐメール」で配信す

るとともに、学校ホームページで公開いたします。

URL：http://www.menuma-nagai-e.ed.jp

新型コロナウイルス感染防止に係る行事

１ 中止とする行事

・６年 熊谷市陸上フェスティバル
・４年 熊谷市小・中学校音楽会
・全学年 バスを利用した校外学習
（修学旅行 林間学校 遠足 社会科見学）
・なかよし 熊谷市小中合同交流会
・体育の水泳指導、夏休みのプール開放

２ ６／２０（土）の土曜参観日は、分散登校期
間に含まれるため、７月に延期予定です。

３ 給食開始時期は未定です。
４ ５月２６日（火）１５時から、ＦＭくまがや（周
波数８７.６ Hz）にて、青山教諭と人見教諭が
本校の紹介をします。
長井小学校の特色や休校中の子供たちに向け
てコメントいたしますので、お時間がありまし
たら、お聴きください。

子供たちが３密状態にならないような環境を整
えました。

ろう下の水道

図書室

また、楽しく学習できる環境を整えました。

ろう下には、2m間隔に
並べるよう、テープが

貼ってあります。

１つおきに間隔をあけ

て水道を使うよう、

「Ａ・Ｂ」の札が表示

してあります。

ゆかに2m間隔に並べる
よう、テープが貼って

あります。

いすは片付けてありま

す。

ヘチマ棚が新しくなり

ました。

１年おきに使うこと

で、連作障害を防いで

いきます。

体育館前の「人権の花

壇」に芝生をはりまし

た。

大切に使いましょう。

休校中の新聞のコラム欄に、おおよそ次のような
内容の記事がありました。

英単語のつづりには、表記されていても声に
出さない文字がある。「ｋｎｉｆｅ（ナイフ）」や「ｋ
ｎｏｃｋ（ノック）」の頭につく「ｋ」。これを「黙
字」と呼ぶそうである。古英語では、「黙字」
もしっかり発音されていたが、時代とともに音
が省略され、表記だけが残ったらしい。
英語に限らず、声に出さなくとも読み取らな

ければならない黙字は、現代の日本にもある。
不要不急な外出の自粛「要請」や休業「要

請」。ウイルス禍の広がりで全国に拡大された
緊急事態宣言だが、当初は「ｙｏｕｓｅｉ」の頭に
ついた黙字の「ｋ」を、読み取れず、夜遅くに
居酒屋から笑い声が漏れ、パチンコ店に並ぶ
人の姿。
誰に強制（ｋｙｏｕｓｅｉ）されるでもなく身を慎

むという、日本人の良識を信じての「要請」で
はなかったか。音にならない「ｋ」を読み取り、
社会の約束事として受け止める努力が、感染
の連鎖を食い止めるための数少ない手立てだ
ろう。

「ｋ」といえば、「ｎｉｇｈｔ（ナイト＝夜）」人間でな
く、「ｋｎｉｇｈｔ（ナイト＝勇士）」人間をつくるのが、
学校の役割だと再
認識させられた内容
でしたので、紹介
いたします。


